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れ
、
講
師
か
ら
の
エ
ー
ル
が
生
徒
の
心

に
届
い
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
お
話
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
担
う
生
徒
の
糧
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
貴
重

な
機
会
を
本
校
に
与
え
て
下
さ
っ
た
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
よ
り
、
ご
存
じ
の
と
お
り
私
た
ち

の
生
活
は
大
き
く
影
響
を
受
け
て
お
り

ま
す
。「
新
し
い
生
活
様
式
」
や
「
リ

モ
ー
ト
会
議
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し

に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
学
校
が
担
う
役
割
に
は
、

い
さ
さ
か
の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本

校
は
こ
の
51
年
間
、
同
窓
会
の
皆
様
の

お
力
に
よ
っ
て
学
校
の
「
幹
」
が
順
調

に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
50

年
、
100
年
先
の
社
会
を
担
う
人
物
を
育

厚
情
、
ご
尽
力
を
た
ま
わ
り
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
環
境
の
整
備

で
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
中
庭
の
整

備
、
垣
根
の
剪
定
、
校
旗
関
係
備
品
の

修
繕
・
購
入
、
校
名
プ
レ
ー
ト
の
新

調
・
修
繕
な
ど
、
生
徒
た
ち
が
安
心
し

て
、
そ
し
て
日
々
心
あ
ら
た
に
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
と
、
多
岐
に
わ
た

り
ご
恵
贈
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
事
業
の

様
子
は
昨
年
10
月
23
日
（
土
）
の
『
市

民
タ
イ
ム
ス
』
等
の
紙
面
に
お
い
て
ご

覧
に
な
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
併
せ

て
同
日
に
は
記
念
式
典
な
ら
び
に
講
演

会
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来

な
ら
ば
同
窓
会
の
皆
様
を
本
校
に
お
招

き
し
、
創
立
50
周
年
を
一
緒
に
お
祝
い

し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

対
応
の
た
め
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
何
卒
お
許
し
く
だ
さ
い
。
講
演
会

で
は
講
師
の
ゴ
ル
ゴ
松
本
様
に
生
徒
た

ち
が
積
極
的
に
質
問
す
る
姿
も
見
ら

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
松
本
筑
摩
高
等
学
校
の

教
育
活
動
に
対
し
、
特
段
の
ご
高
配
を

賜
わ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
現
在
も
感
染
拡
大
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
生
活

も
、
大
き
く
様
変
わ
り
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
日
々

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
お
陰
様
で
本
校
は
皆
様
の
ご
支
援

を
受
け
な
が
ら
今
年
度
、
創
立
51
年
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

た
め
昨
年
度
か
ら
延
期
さ
れ
て
い
た
創

立
50
周
年
記
念
事
業
を
同
窓
会
長 

小

笠
原 

力
男 

様
、
創
立
50
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
会
長 

大
原 

篤 

様
、
並

び
に
実
行
委
員
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、

同
窓
会
の
皆
様
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
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校
　
長
　
平
　
林
　
洋
　
一

同
窓
会
長
　
小
笠
原
　
力
　
男

て
る
た
め
、
私
た
ち
は
今
後
も
時
流
に

流
さ
れ
ず
本
道
を
歩
ん
で
い
く
「
幹
」

を
皆
様
と
一
緒
に
育
て
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
生
徒
が
本
校
で
の
学
び

や
経
験
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
必
要
と
な
る
力
を
身
に
付
け
、
や
が

て
一
人
一
人
が
持
ち
味
を
発
揮
し
、
社

会
の
一
隅
を
照
ら
す
存
在
と
し
て
活
躍

で
き
る
よ
う
に
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

後
輩
諸
君
の
た
め
に
、
引
き
続
き
ご
厚

情
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
本
校
の
教
育
活
動
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
同
窓
会

会
員
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
50
年
、100
年
に
向
け
て

く
れ
き
野
の
木
々
も
芽
吹
き
が
始
ま

り
す
っ
か
り
春
め
い
て
き
ま
し
た
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
昨
年
も
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
動

新
た
な
る
節
目
に
向
か
っ
て

等
不
自
由
の
中
で
の
学
校
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

母
校
、
筑
摩
高
校
の
50
周
年
記
念
事

業
も
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
無
事
に

終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
来
な

ら
ば
同
窓
生
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
さ

ん
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
の
盛

大
に
行
い
た
か
っ
た
講
演
会
が
新
型
コ
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き
ま
す
。
僕
に
は
夢
が
あ
る
ん
だ
、

こ
う
な
り
た
い
ん
だ
！　

プ
ラ
ス
の

こ
と
だ
け
を
考
え
て
、
弱
音
を
吐
か

な
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
吐
く
と

い
う
字
か
ら
、
少
し
ず
つ
マ
イ
ナ
ス

を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
辛
い
気
持
ち

を
吐
き
出
す
だ
け
吐
き
出
し
て
、
目

標
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
と
、
弱
音

は
自
然
と
出
な
く
な
っ
て
い
く
ん
で

す
。
す
る
と
、
吐
く
字
か
ら
、
マ
イ

ナ
ス
が
消
え
て
、
い
つ
の
間
に
か
、

夢
が
「
叶
う
」
ん
で
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
長
い
人
生
に
少
し
だ
け
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
人
生
休
み
休
み

ゆ
っ
く
り
生
き
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
祝
賀
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
別
の
機
会
に
開
催
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
皆
さ
ん

で
大
い
に
50
年
間
の
思
い
出
を
語
り
合

い
ま
し
ょ
う
！

50
年
の
紐
を
解
く
と
、
我
が
校
は
、

通
信
制
、
昼
間
定
時
制
、
夜
間
定
時
制
、

全
日
制
か
ら
な
る
学
校
で
し
た
。
今

は
、
多
様
化
に
伴
い
多
部
制
単
位
制
の

学
校
と
し
て
、
限
ら
れ
た
時
間
を
生
か

し
学
び
た
い
人
、
働
き
な
が
ら
学
び
た

い
人
、
も
う
一
度
学
び
直
し
た
い
人
、

こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
や
る
気
を
育
て
る

学
校
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
ま
た
一
年
一

年
ゆ
っ
く
り
次
の
区
切
り
に
向
け
て
進

ん
で
い
き
ま
す
。

め
て
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
ゴ
ル
ゴ
松
本
先
生
の

「
命
の
授
業
」
で
し
た
。

夢
は
叶
う
ん
で
す
。
辛
い
時
は
、
愚

痴
を
こ
ぼ
し
弱
音
を
吐
き
ま
す
。

「
吐
く
」
は
、口
へ
ん
に
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
と
書
き
ま
す
。
前
向
き
な
プ
ラ

ス
の
こ
と
も
弱
気
な
マ
イ
ナ
ス
の
こ

と
も
全
て
吐
き
出
し
て
い
い
ん
で

す
。
そ
の
後
が
大
事
。
辛
く
て
も
少

し
ず
つ
弱
音
を
吐
か
な
く
な
っ
て
い

役職名 氏　　名
会 長 小笠原　力　男
副 会 長 片　所　恒　夫
副 会 長 河　内　國　治
副 会 長 大　原　　　篤
会 計 小　松　英　明
監 事 宮　下　　　覚

役職名 氏　　名
監 事 中　田　幸　男
理 事 丸　山　幹　雄
理 事 金　井　栄　子
理 事 宮　田　　　隆
理 事 倉　下　敬　助
理 事 本　田　敦　彦

役職名 氏　　名
理 事 上　原　靖　一
理 事 原　　　　　勇
理 事 今　溝　京　子
理 事 中　山　京　子
理 事 望　月　一　将
理 事 赤　羽　　　徹

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
出
来
な
か
っ

た
の
は
非
常
に
残
念
で
し
た
。
講
演
会

の
、
ゴ
ル
ゴ
松
本
氏
に
よ
る
「
命
の
授

業
」
は
漢
字
を
巧
み
に
使
い
ギ
ャ
グ
を

交
え
な
が
ら
歴
史
や
日
本
語
を
お
も
し

ろ
、
お
か
し
く
わ
か
り
や
す
い
内
容
で

非
常
に
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

記
念
事
業
は
、
記
念
誌
の
発
行
、
校

旗
の
補
修
、
校
名
プ
レ
ー
ト
の
更
新
、

県
費
で
設
置
で
き
な
い
保
育
室
、
研
究

室
、
特
別
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
に
よ
り
夏
場
の
教
室
で
の
学
習
環
境

は
良
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
又
、
中

庭
の
再
整
備
に
よ
り
、
お
昼
休
み
や
、

休
憩
時
間
等
に
息
抜
き
の
場
所
と
な
る

よ
う
に
と
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
に
よ
り
創
立
50
周
年
記
念
式
典
は
延

期
さ
れ
、
50
周
年
＋
1
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
10
月
23
日
に
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
諸
先
生
方
、
そ
し

て
関
係
者
及
び
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
式
典
・
記

念
講
演
・
校
名
プ
レ
ー
ト
・
学
校
旗
の

修
復
・
中
庭
整
備
・
記
念
誌
の
発
刊
、

そ
し
て
祝
賀
会
と
7
つ
の
事
業
を
す
す

こ
れ
ら
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
先

生
方
も
よ
り
よ
い
環
境
の
も
と
に
学
校

生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。学

校
を
巡
る
環
境
も
、
生
徒
の
減

少
、
学
校
の
再
編
成
、
勉
強
形
態
の
多

様
化
等
様
々
な
問
題
が
こ
の
先
待
ち
受

け
て
お
り
ま
す
が
同
窓
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
形
で
母
校

の
発
展
に
尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様

の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
発
展
と
共
に
、

母
校
の
更
な
る
発
展
と
充
実
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長
　
大
　
原
　
　
　
篤

く
れ
き
野
に
　
50
年

　
学
び
・
集
い
・
歌
い
そ
し
て
羽
ば
た
く

�

筆
を
握
る
こ
の
手
が　

限
り
な
い
未

来
を
創
り　

傷
つ
い
た
世
界
を
変
え　

故
郷
の
地
球
を
支
え
る

校
歌
の
よ
う
に
、
在
校
生
、
こ
れ
か

ら
学
び
に
来
る
生
徒
、
卒
業
生
、
関
係

者
の
皆
様
か
ら
、
母
校
の
躍
進
の
た
め

に
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
で
我
が
母
校
を
こ
れ
か
ら
も

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

3令 和 年 度 窓同 会 役 員 名 簿
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❶�
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

体
育
大
会

●
陸
上
競
技

�

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動

場
（
8
／
22
～
24
）
東
京
都

�

女
子
三
〇
〇
〇
ｍ　

降
旗
夢
佳
（
午

前
午
後
）　

12
分
26
秒
26　

4
位

●
卓
球

�

な
ら
で
ん
ア
リ
ー
ナ
（
8
／
4
～

6
）
奈
良
県

�

男
子
個
人　

中
村
鴻
太
（
通
信
）　

1
回
戦
敗
退

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

�

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動

場
内
体
育
館（
8
／
20
～
25
）東
京
都

�

午
前
午
後　

男
子　

1
回
戦　

28
対

108　
西
宮
香
風（
兵
庫
）1
回
戦
敗
退

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

�

小
田
原
ア
リ
ー
ナ
（
8
／
16
～
18
）

神
奈
川
県

�

午
前
午
後　

男
子
団
体　

長
野
県
選

抜
（
須
山
セ
ル
ソ
和
広
・
山
本
海

斗
・
山
本
蓮
）
1
回
戦
敗
退

�

男
子
個
人　

須
山
セ
ル
ソ
和
広　

2

回
戦
敗
退
、
山
本
蓮　

3
回
戦
敗
退

（
ベ
ス
ト
32
）

�

女
子
個
人　

伊
藤
凜　

2
回
戦
敗

退
、
福
井
夢
華　

1
回
戦
敗
退

❷�

中
信
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

秋
季
体
育
大
会
　
10
／
30

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

●
令
和
3
年
度
　
写
真
部
作
品

　
第
24
回
中
信
地
区
高
校
写
真
展

●�

中
信
地
区
・
定
時
制
通
信
制
生
徒
生

活
体
験
発
表
大
会

日
時
／
９
月
９
日
（
木
）
会
場
／
松

本
筑
摩
高
等
学
校
第
一
会
議
室
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県大会 優秀賞　通信制　松本愛海さん
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2021年度　卒業生（2月4日現在）
午前・午後部 夜間部 通信制 計

進　学

大  学 4 0 3 7

短 期 大 学 4 0 5 9

専門・ 各種 22 2 9 33

計 30 2 17 49

就　職

県 内 11 4 8 23

県 外 0 0 2 2

公 務 員 0 0 0 0

計 11 4 10 25

卒業人数 ( 予定 ) 67 8 52 127

　進　学　先　　（順不同）
【四年制大学】
駒沢女子大学、創価大学、杏林大学、国士舘大学、聖学院大学、大阪芸術大学　　　　　　

【短期大学】　　　　　
松本短期大学、松本大学松商短期大学部、信州豊南短期大学

【専門学校・各種学校】
長野県松本技術専門校、大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校松本校、専門学校未来ビジネスカレッジ、松本
情報工科専門学校、松本理容美容専門学校、松本調理師製菓師専門学校、丸の内ビジネス専門学校、岡学園トー
タルデザインアカデミー、松本看護専門学校、長野社会ふくし専門学校、東京アニメ・声優＆ｅスポーツ専門学
校、代々木アニメーション学院、バンタンゲームアカデミー東京校、専門学校つくば自動車大学校、二葉看護学
院、大阪文化服装学院、熊本総合医療リハビリテーション学院、東京アニメーター学院

　就職内定先　　（順不同）
ＳＢＳフレックネット株式会社、オーエムテック株式会社、株式会社明神館、長野県酒類販売株式会社、マクセ
ルイズミ株式会社、株式会社オーイケ、株式会社アルタス、ルピナ中部工業株式会社、株式会社デリカパーラー
長野、富士物流サポート株式会社、株式会社エイビック穂高事業所、有限会社中部警備救助、有限会社水舎屋、
鴻池運輸株式会社、株式会社ツルヤ、株式会社長野サンコー、信越ハーネス株式会社、株式会社オオタ、
株式会社 関通、特別養護老人ホーム ぬくもりの里、有限会社協和精機製作所、社会福祉法人青祥会

進 路 状 況
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令和 ３年度 長野県松本筑摩高等学校同窓会 一般会計予算書
１ 　総　括 収入予算額	 	2,563,000円

支出予算額	 	2,563,000円
差引残額	 	 0円	（令和４年度へ繰越）

2 　収　入� （単位：円）

科　　　　目 令和 3 年度
 予算額Ａ

令和 2 年度
 予算額Ｂ

比較増減
Ａ－Ｂ

節 備　　考款 項 目 区分 金額
01. 入会金 350,000 400,000 △ 50,000

01. 入会金 350,000 400,000 △ 50,000
01. 定時制 202,000 258,000 △ 56,000

198,000 234,000 △ 36,000 01. 午前・午後部 198,000 ＠2,000円×99人
4,000 24,000 △ 20,000 02. 夜間部 4,000 ＠2,000円× 2 人

02. 通信制 148,000 142,000 6,000
140,000 130,000 10,000 01. 通信制 140,000 ＠2,000円×70人

8,000 12,000 △ 4,000 02. 桐教室 8,000 ＠2,000円× 4 人
02. 会費 1,070,000 1,140,000 △ 70,000

01. 会費 1,070,000 1,140,000 △ 70,000
01. 定時制 770,000 890,000 △ 120,000

690,000 830,000 △ 140,000 01. 午前・午後部 690,000 ＠10,000円×69人
80,000 60,000 20,000 02. 夜間部 80,000 ＠10,000円× 8 人

02. 通信制 300,000 250,000 50,000 01. 通信制 300,000 ＠10,000円×30人
03. 雑収入 01. 雑収入 01. 雑収入 29 38 △ 9 01. 雑収入 38 預金利息
04. 繰越金 01. 繰越金 01. 繰越金 1,142,971 1,010,962 132,009 01. 繰越金 1,010,962 令和 2 年度から

合　　　計 2,563,000 2,551,000 12,000

3 　支　出� （単位：円）

科　　　　目 令和 3 年度
 予算額Ａ

令和 2 年度
 予算額Ｂ

比較増減
Ａ－Ｂ

節 備　　考款 項 目 区分 金額
01. 運営費 375,000 375,000 0

01. 運営費 375,000 375,000 0
01. 会議費 110,000 110,000 0

100,000 100,000 0 11. 需用費 100,000 総会経費等
10,000 10,000 0 14. 使用料及び賃借料 10,000

02. 事務費 265,000 265,000 0
25,000 25,000 0 09. 旅費 25,000 役員旅費

100,000 100,000 0 10. 交際費 100,000 慶弔費等
50,000 50,000 0 11. 需用費 50,000 消耗品代
90,000 90,000 0 12. 役務費 90,000 通信料等

02. 事業費 910,000 890,000 20,000
01. 事業費 910,000 890,000 20,000

01.会報編集費 300,000 300,000 0
250,000 250,000 0 11. 需用費 250,000 同窓会報
50,000 50,000 0 12. 役務費 50,000 郵送料

02.支部活動費 50,000 50,000 0 19.負担金補助及び交付金 50,000 支部活動助成金
03.組織活性化
 　対策費

80,000 80,000 0
30,000 30,000 0 09. 旅費 30,000 支部活性化対策会議
50,000 50,000 0 11. 需用費 50,000 支部活性化対策会議

04.学校活動
 　助成費

480,000 460,000 20,000
130,000 130,000 0 08. 報償費 130,000 スクールカウンセラー報酬
150,000 130,000 20,000 11. 需用費 150,000 卒業証書ホルダー等
200,000 200,000 0 19.負担金補助及び交付金 200,000 くれき野祭・生徒会助成金

03. 繰出金 01. 繰出金 01. 繰出金 1,000,000 1,000,000 0 28. 繰出金 1,000,000 母校援助会計
04. 予備費 01. 予備費 01. 予備費 278,000 286,000 △ 8,000 29. 予備費 278,000

合　　　　計 2,563,000 2,551,000 12,000
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　 1　証明書の種類、発行期限、手数料　

種類 卒業後の発行期限 発行手数料（ 1 通）

卒 業 証 明 書 永年

400円成 績 証 明 書 5 年

単位修得証明書 20年

調 査 書 5 年 500円

注 1 　�発行期限を経過したものについては、証明書の発行はできません。ただし、発行期限経過で証明書の

発行ができない場合、希望により、無料で「証明書を発行できない旨の証明書」を発行します。詳細

は事務室にお問い合わせください。

注 2 　�大学・専修学校等の出願書類として必要の方で、期限を過ぎている場合は出願先に問い合わせて指示

を受けてください。

注 3 　�証明書は、卒業時の氏名での発行になります。姓がかわった場合でも、新しい姓で証明書を発行する

ことはできませんのでご了承願います。

　 2　申請方法および手数料の納付について　
　（ 1 ）　所定の証明書交付申請書に必要事項を記入の上、事務室に提出してください。

　　　　＊ＦＡＸ、メール、郵送可

　　　　＊申請書の様式は学校ホームページからダウンロードできます。

　（ 2 ）　発行手数料は、長野県収入証紙を購入し、申請時に事務室に提出してください。

　　　●長野県収入証紙を購入できる場所は、長野県公式ホームページで閲覧できます。

　　　●�県外にお住まいの方など長野県収入証紙を購入できない方は、郵便局で定額小為替を購入し、証紙に替

えて提出してください。（定額小為替の発行には手数料がかかります ｡）

　　　●�生活保護法による保護を受けている方は、発行手数料が免除となります。（福祉事務所長・同所地区担当

員又は民生委員・市町村長の証明書が必要となります ｡）

　　　●�在校生に対する証明には手数料がかかりません。また卒業生であっても卒業した月（通常 3 月）内は発

行手数料がかかりません。

　 ３　注　意　事　項　
　（ 1 ）　証明書の発行には時間を要しますので、申し込みは余裕をもって行ってください。

　（ 2 ）　手数料、送料が不足の場合は証明書の発行はできません。

　 4　申込・問い合わせ先　

　長野県松本筑摩高等学校　事務室　〒390-8531長野県松本市島立2237
　電話：0263-47‒1351　　FAX：0263‒40‒1521　　メール：chikuma-hs@pref.nagano.lg.jp

●●● 証明書の発行について●●●


